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042-492-5111（市役所代表）
※市役所にお電話をいただく場合には、市外局番（042）からおか
けくださいますようお願いします。

　食育活動の紹介や学校給食の試食、かんた
ん！ おすすめレシピ集の配布などを行います。
日時　11 月 16 日㈰午前９時～午後４時
場所　コミュニティプラザひまわり
◆学校給食の試食　２階　会議室１
メニュー（予定）ドライカレー（キャロットラ
イス）、こんぶサラダ、フルーツポンチ、牛乳
食券販売時間　　午前９時 30 分～（なくなり
次第終了）
食券販売場所　　「食育展示」ブース（屋外テン
ト）
費用　　　　　　１食 300 円
提供食数　　　　100 食
試食開始時間　　午前 11 時 30 分～・午後０時
30 分～
※室内展示スペース（２階会議室１）にて、給
食室で使用する調理器具や学校での食育・給食
レシピの紹介、数種類の試食があります。

11 月 15 日㈯・16 日㈰　清瀬市農業まつりを開催

　15 日㈯は農畜産物品評会（一般の方の入場不
可）と野菜・花・植木の即売、16 日㈰は野菜・
花・植木の即売や農畜産物品評会出品物の販売、
野菜で作られた宝船の公開と使用された野菜の
チャリティー配布、苗木・鉢花の無料配布、各
種模擬店などを行います。
日時　11 月 15 日㈯・16 日㈰午前９時～午後４
時

◆ き よ せ 食 育 展 も 同 時 開 催 ◆

市役所職員をかたる還付金などの
詐欺にご注意ください！

　現在、市内において清瀬市
役所や銀行などの職員を名乗
り、健康保険や医療費などの
還付金手続きを口実に現金
自動預払機（ATM）へ誘導し、
お金を振り込ませようとする

「還付金詐欺」の電話が多発
しています。その際、金融機関の口座番号や
携帯電話の番号を聞き出すこともあります。
　下記のポイントを参考にご注意いただくと
ともに、不審な電話があった場合には、指示
に従う前に、いったん電話を切り、下記まで
ご連絡いただきますようお願いします。

【ポイント】

①市職員が「医療費の払い戻し・保険料の払
　い戻しの手続きが終わっていません」とい
　った電話をすることはありません。

②市職員などが ATMの操作を指示し、還付
　手続きを行うことは絶対にありません。

③ ATMを操作して、還付手続きを行うこと
　はできません。

問合せ　保険年金課国保係☎ 497・2048、同
課高齢者保険係☎ 497・2050、東村山警察署
☎ 042・393・0110

場所　コミュニティプラザひまわり
※直接会場へ。16 日㈰のみ、清瀬駅北口アミ
ュービル前～下清戸駐在所前までの間で、臨
時の無料送迎バスを運行します（乗車時間は約
10 分・道路状況などにより変更が生じる場合
あり。下清戸駐在所前から会場までは徒歩約３
分）。詳しくは市報 11 月１日号４面を参照。
問合せ　産業振興課産業振興係☎ 497・2052

◆食育展示　屋外テント
　市内公立・私立保育園の食育活動や保育園給
食のレシピの配布、中学生の職場（農業）体験の
展示や健康推進課による食育活動の展示など。
問合せ　健康推進課健康推進係☎ 497・2076
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第３回きよせひまわり市を開催

　市内の農商工業者連携によるイベント「第３回きよせひ
まわり市」を開催します。今回は、清瀬産野菜や地元特産
品、商工会による飲食物の販売の他、幼稚園児や老人クラ
ブによる歌や踊りなどの発表、血管年齢測定＆脳年齢測定、
よさこいソーラン節、コンサートなどのステージイベント、
猿回し、はしご車体験（30 日のみ）も実施します。
　また、今年も「清瀬市立科山荘」があり、災害時防災協
定を結んでいる「長野県立科町」の特産品販売を行います。
日時　11 月 29 日㈯・30 日㈰午前９時 30 分～午後３時（売
り切れ次第終了）
場所　コミュニティプラザひまわり（右図参照）
※直接会場へ。
問合せ　産業振興課産業振興係☎ 497・2052 または清瀬商
工会☎ 491・6648
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～今年も長野県立科町からの特産品を販売～

　シャクナゲ・ブルーベリーの苗木（各
50 本）を無料配布します。（先着順）
時間　11 月 30 日㈰午前 10 時～

要チェック

苗木の無料配布

　長野県立科町から届けられた特産品の
販売が行われます。
時間　11 月 29 日㈯・30 日㈰午前９時
30 分～午後３時
販売品　米、リンゴ（ふじ）、りんごジュ
ース・ミックスジュース（コップ・瓶）、
たてしなサイダー（瓶）、かりんとう（そ
ば・リンゴ）、辛みそ、にんにく醤

しょう

油
ゆ

た
れ（瓶）など

要チェック

立科町の特産品販売
11 月 29 日㈯・30 日㈰ 幼稚園児による発表など、楽しいイベントも盛りだくさん！

↑多くの方でにぎわう「きよせひまわり市」
（写真は昨年）
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　市では今年の３月末から、市役所本庁舎
屋上において、環境問題への対策として屋
上緑化を進めるとともに、「花のあるまち
づくり事業」の一環として、試験的に西洋
ミツバチの飼育を始めました。
　その結果、６～８月にかけて、約 40㌔
のはちみつを採ることができましたので、
このはちみつ（80㌘）を第３回きよせひま
わり市限定で 200 個販売します。
日時　11 月 29 日㈯・30 日㈰午前９時 30
分～午後３時（売り切れ次第終了）
価格　500 円（税込み）
問合せ　総務課営繕係☎ 497・1841子どもたちに大人気の「はしご車体験」→

（写真は昨年）

④高齢者が狙われることが多いので、近隣や
　親族に高齢の方がいる場合は、注意を呼び
　かけていただきますようお願いします。
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市
で
は
、
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住
民
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台
帳
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無
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抽
出
し
た
20
歳
以

上
の
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方
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だ
き
、
第
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瀬
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政
世
論
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
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皆
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や
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て
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く
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３
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と
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て
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す
。
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政
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ら
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問
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ろ
、
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方
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＝
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、
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歳
＝
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件
、
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歳
以
上
＝

206
件
、
そ
の
他
６
件
）
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
結
果
の
報
告
書
は
、
市
役
所
・
各
図

書
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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広
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広
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・
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８
０
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居
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継
続
意
思
（
清
瀬
市
に
今

後
も
住
み
続
け
た
い
か
ど
う
か
）

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
住
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た
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」

が
最
も
多
く
、「
住
み
た
く
な
い
」

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
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５
％
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自
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は
、
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同
ポ
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で
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緑
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か
な
清
瀬
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皆
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に

支
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さ
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い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

問１－１　あなたは、今後とも清瀬市
　　　　　に住みたいと思いますか。

問１－２　「住みたい」とお答えの方に伺いま
　　　　　す。その理由をお聞かせください。
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問１－１　あなたは、今後とも清瀬市
　　　　　に住みたいと思いますか。

問１－２　「住みたい」とお答えの方に伺いま
　　　　　す。その理由をお聞かせください。
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問１-1　あなたは、今後とも清瀬市に住みたい
と思いますか。

問１-2　「住みたい」とお答えの方に伺います。
その理由をお聞かせください。
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地
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方
々
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築
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と
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に
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
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充
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が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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子育てによる経済的な負担を軽く
するための施策を図る

雑木林や川遊びなど、自然の移ろいを
感じながら子育てする環境を整備する

乳児の保育・延長保育などの保育
サービスを充実

児童遊園や児童館など、子どもがのび
のびと遊ぶことのできる場を整備する

子どもの安全が確保され、安心して
子育てができる地域づくりをすすめる

36.2
38.8

問 26　子育てって楽しいな！と思えるまちにしていくためには、どのよ
うな施策が必要だと思いますか。お答えください。（複数回答）

新緑の美しいけやき通り
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入
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と
、
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ビ
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を
求
め
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高
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な
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上
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関
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よ
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と
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求
め
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す
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問24　介護保険をはじめ高齢者福祉サービスの充実が求め
　　　られています。市に力を入れてほしい施策をお答え
　　　ください。（複数回答、回答率　％）

※上位５項目のみ表示
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23.7
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41.8

44.3
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特別養護老人ホームや老人
保健施設などの介護保険施
設サービスを充実させる

ホームヘルパーやデイサー
ビスなど介護保険居宅サー
ビスを充実させる

高齢者の健康づくり・介護
予防施策を充実させる

介護と医療の連携を推進する

高齢者の見守りや安否確認
を充実させる

問 24　介護保険をはじめ高齢者福祉サービスの充実が求められて
います。市に力を入れてほしい施策をお答えください。( 複数回答）
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駐
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と
な
っ
て
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ま
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。

今
回
の
結
果
を
今
後
の
検
討
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し
て
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
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に
と
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分
か
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す
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用
し
や
す
い
新
庁
舎
建
設
を
行
い

ま
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。
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問36　新庁舎について重要と思われる機能
　　　をお答えください。
 　　（複数回答、回答率　％）

※上位５項目のみ表示
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手続きのしやすい
窓口機能

問 36　新庁舎について重要と思われる機能をお答えください。
( 複数回答） 　　　　 

現在本庁舎１階に
配置しているフロ
アマネージャー

下校時の子どもの安全を見
守る六小見守り隊

平成 26 年（ｎ＝ 506）
平成 23 年（ｎ＝ 601）

平成 26 年（ｎ＝ 506）
平成 23 年（ｎ＝ 601）

平成 26 年（ｎ＝ 506）
平成 23 年（ｎ＝ 601）

第 14 回市政世論調査の
結果をお知らせします
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災害発生後も医療を受けられる体制の確立

公共施設・住宅・ライフラインの耐震化

市民への避難指示等、災害時の情報伝達手段の整備

避難場所・避難所の整備

食料・飲料水、生活必需品等、備蓄品の確保 47.6

34.8

32.4

29.8

26.7

問20　防災対策のなかで、市が特に重点を置いて
　　　進めるべきだと思うものをお答えください。
 　　（複数回答、回答率　％）

※上位５項目
　のみ表示

食
料
・
飲
料
水
、
生
活
必
需
品
等
、
備
蓄
品
の
確
保
を

市
が
重
点
を
置
く
べ
き
防
災
対

策
の
内
容
に
つ
い
て
、
前
回
は
防

災
マ
ッ
プ
の
充
実
（
36
・
９
％
）

が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
12
月
に
防
災
マ
ッ
プ
が

完
成
し
、
今
回
は
「
食
料
・
飲
料

水
、
生
活
必
需
品
等
、
備
蓄
品
の

確
保
」
が
最
も
高
く
、次
い
で
「
避

難
場
所
・
避
難
所
の
整
備
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
生
活
必
需
品
等
の
確

保
」
と
回
答
し
た
方
は
、
20
～
30

代
の
割
合
が
多
く
、
更
に
、
同
居

家
族
数
で
は
４
人
家
族
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問 20　防災対策のなかで、市が特に重点を置いて進めるべきだと
思うものをお答えください。　　　　　　　( 複数回答）

単位：%

　 居 住 継 続 意 思

　 高 齢 者 福 祉

　 子 育 て 対 策

　 防 災

　 新 庁 舎

毎年８月に行われる防
災訓練での初期消火

単位：%

※「介護と医療の連携を推進する」、「高齢者の見守りや安否確認を充実
させる」は今回調査の新規項目。

※今回調査の新規項目。

※今回調査の新規項目。

単位：%

単位：%

単位：%

単位：%

１

２ ３

４

５
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①キラリ☆スポット②まちかどニュース③清瀬こども俳句
応募方法　11 月 20 日（必着）までに、①・②は写真（データが望
ましい）に説明を添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、郵送・持
参・メールで秘書広報課へ、③は小・中学生対象で、はがきに俳句・
住所・氏名・年齢・学校名・学年・電話番号を記入し、郵送また
は直接〒 204―0021元町１－２－ 11 生涯学習スポーツ課へ
※掲載にあたり、表現などを変える場合があります。
問合せ　①・②＝秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808、③＝生涯
学習スポーツ課☎ 495・7001

あなたも市報に参加しませんか投稿募集中

飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
聖
徳
太
子
の

子
ど
も
の
時
の
お
名
前
を
い
た
だ
く
『
上

宮
病
院
』
も
清
瀬
に
あ
っ
た
。
こ
ん
な
巡

り
合
わ
せ
が
ぴ
っ
た
り
と
合
う
ま
ち
は
他

に
は
な
い
。
清
瀬
の
医
療
福
祉
の
原
点
は

奈
良
時
代
あ
た
り
に
あ
る
」
な
ど
と
言
い

ま
く
っ
て
い
た
ら
、
上
宮
太
子
自
ら
が
お

い
で
に
な
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
つ
ま
り

は
、
所
有
者
で
あ
る
上
宮
会
が
清
瀬
の
市

長
室
に
置
い
た
方
が
太
子
も
喜
ば
れ
る
だ

ろ
う
と
し
ば
し
の
間
、
貸
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

先
日
い
た
だ
い
た
、
東
京
病
院
付
属
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
同
窓
会
「
清
始

会
」
の
記
念
誌
に
は
「
び
っ
く
り
！
」
が

た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
リ
ハ
ビ

リ
療
法
は
結
核
の
外
科
治
療
の
効
果
か

ら
、日
本
で
は
清
瀬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
清
瀬
は
ち
ょ
う
ど
、
幕
末
の
松
下
村

塾
の
よ
う
な
感
じ
で
全
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
を
持
っ
た
つ
わ
も
の
が
集
ま
っ
て

…
『
清
瀬
リ
ハ
』
は
教
員
の
留
学
制
度
や

社
会
人
入
試
な
ど
に
常
に
時
代
の
先
端
を

清
瀬
市
長

走
っ
て
い
た
。
…
『
清
瀬
は
リ
ハ
の
東
大

よ
』。
そ
れ
が
清
瀬
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
…
」。

　

は
て
さ
て
地
元
と
し
て
の
清
瀬
市
民
は

僕
を
含
め
て
全
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。「
清
瀬
は
困
っ
て
い
る
人
や
、
病
の

人
を
助
け
て
き
た
実
に
尊
い
ま
ち
だ
よ
。

や
っ
と
分
か
っ
た
か
。
し
か
し
、
財
政
は

大
変
だ
ろ
う
か
ら
応
援
に
来
た
よ
」
と
も

し
か
し
た
ら
、
清
瀬
の
窮
状
も
察
し
て
く

れ
て
、
皆
で
助
け
合
お
う
と
来
て
い
た
だ

け
た
か
？　

だ
か
ら
先
日
、
誠
意
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
た
職
員
が
突
然
、
刃
物
で

脅
さ
れ
た
け
れ
ど
も
事
な
き
を
得
た
の
に

違
い
な
い
。
困
っ
て
い
る
人
を
太
子
と
一

緒
に
精
一
杯
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

３
つ
目
の
び
っ
く
り
は
、10
月
２
日
に
、

「
聖
徳
太
子
」
が
市
長
室
に
来
て
く
れ
た

こ
と
で
す
。
鎌
倉
時
代
作
の
16
歳
の
上
宮

太
子
像
で
す
。
何
で
こ
ん
な
極
め
て
不
思

議
な
事
が
起
こ
っ
た
か
。き
っ
か
け
は「
悲

田
処
」
で
す
。
飛
鳥
奈
良
平
安
時
代
に
聖

徳
太
子
や
光
明
皇
后
が
設
置
し
た
と
言
わ

れ
る
、
困
窮
者
・
飢
病
人
を
救
う
た
め
の

悲
田
院
の
地
方
版
は
悲
田
処
で
す
。
そ
れ

が
野
塩
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
あ
た
り
に
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
清
瀬
は
医
療
福
祉
、
世

界
を
結
核
か
ら
守
る
ま
ち
に
な
っ
た
の
で

す
。
完
璧
な
証
拠
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん

が
、「
清
瀬
に
は
医
療
医
学
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
蛇
が
『
ふ
せ
ぎ
』『
結
核
研
究
所

玄
関
の
WHO
（
世
界
保
健
機
関
）
の
マ
ー
ク
』

『
水
天
宮
日
枝
神
社
の
藁わ

ら

の
蛇
』
と
３
つ

市役所にお電話をいただく場合には、市外局番
（042）からおかけくださいますようお願いします。３

※
今
号
の
市
長
コ
ラ
ム「
３
本
の
木
と
と
も
に
」

は
、
10
月
15
日
号
の
続
き
で
す
。

　

10
月
23
日
、
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
（
徳
島

県
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
）
で
、「
第
56

回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、清
瀬
市
か
ら
は
、矢
澤
洋
子
さ
ん
が
「
平

成
26
年
度
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
長
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
社
会
教
育
委
員
連
合
の
推

進
に
特
に
貢
献
し
、
社
教
連
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
社
会
教
育
委
員
及
び
関
係
職
員
を

表
彰
し
、
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

矢
澤
さ
ん
は
、
平
成
11
年
よ
り
清
瀬
市
社

会
教
育
委
員
と
し
て
の
職
を
務
め
る
と
と
も

に
、
平
成
17
年
11
月
よ
り
副
議
長
、
平
成
21

年
11
月
か
ら
は
議
長
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と

し
て
市
の
社
会
教
育
に
寄
与
し
、
行
政
と
市

民
の
橋
渡
し
役
と
し
て
地
域
社
会
へ
貢
献
し

て
い
る
功
績
が
評
価
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

清 瀬 市 障 害 福 祉 計 画 策 定 委 員 会 を 開 催

平
成
26
年
度
全
国
社
会
教
育

委
員
連
合
会
長
表
彰
受
賞

　身近なイベントや、まちかど
の話題を皆さんから募集してい
ます。

犬の飼い主の皆さん、散歩のときはリードを付けましょう。
フンは必ず持ち帰り、オシッコは水で流しましょう。

　

９
月
13
日
、
狛
江
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
（
狛

江
市
元
和
泉
一
丁
目
）
で
、
東
京
法
務
局
府

中
支
局
・
多
摩
東
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

構
成
13
市
主
催
の
「
第
21
回
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
摩
東
地
区
の
小
学
４
～
６
年

発
表
会
に
参
加
し
た
児
童
の
皆
さ
ん

生
を
対
象

に
、
自
分
自

身
や
友
だ
ち

の
大
切
さ
に

気
付
き
、
人

権
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と

を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
清

瀬
市
か
ら

は
、
森
谷
真

実
さ
ん
（
清

小
６
年
）
が

代
表
で
発
表

し
ま
し
た
。

清
瀬
親
善
大
使
が
市
長
を
表
敬
訪
問

青

少

年

の

集

い

を

開

催

青
少
年
問
題
協
議
会
第
四
地

区
委
員
会
が
感
謝
状
を
受
賞

市民まつりでイベントを盛り
上げる親善大使の皆さん

市長室にある
上宮太子像

三小４年生による「肝高の阿麻和
利」組踊り

左
か
ら
、
内
館
好
さ
ん
、
渋

谷
市
長
、
中
村
啓
子
さ
ん

　

10
月
23
日
、
清
瀬
親
善
大
使
に
新
た
に

任
命
さ
れ
た
方
々
が
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
清
瀬
親
善
大
使
は
、
清
瀬
の
こ

と
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
誕
生
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
で
す
。

　

２
０
１
４
年
の
清
瀬
親
善
大
使
は
、
菅

梨
紗
さ
ん
・
鈴
木
奈
々
子
さ
ん
・
中
澤
愛

美
さ
ん
・
濱
中
麗
華
さ
ん
・
増
元
瑠
夏
さ

ん
・
中
川
り
さ
さ
ん
・
松
﨑
弘
実
さ
ん
・

柏
瀬
汐
里
さ
ん
の
８
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
、
市
内
外
の
各
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

９
月
21
日
、
七
小
体
育
館
で
、
青
少
年

問
題
協
議
会
第
二
地
区
委
員
会
主
催
の

「
青
少
年
の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
三
小
４
年
生
に
よ
る
組
踊
り

「
肝き

む
た
か高

の
阿あ

ま

わ

り

麻
和
利
」
や
、市
民
団
体
ビ
ッ

ク
ア
ッ
プ
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
二
中
吹
奏

楽
部
・
清
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
校
庭
で
は

昔
遊
び
も
行
い
、
延
べ
446
人
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
東
京
都
庁
（
新
宿
区
西
新

宿
二
丁
目
）
で
、
平
成
26
年
度
東
京
都
青

少
年
健
全
育
成
功
労
者
等
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
青
少
協
第
四
地
区
委
員
会
が
舛
添
都

知
事
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
小
学
一
年
生
の
下
校
時

に
保
護
者
と
地
域
の
お
と
な
が
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
活

動
や
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
で
安
全
を
見

第 21 回 子 ど も た ち か ら の 人 権 メ ッ セ ー ジ 発 表 会

レ
ー
ス
で
の
様
子

弁
論
大
会
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん

増田光紀さん（右）と、ジュニ
アチャンピオンに選ばれた牛
（左）、ジュニアリザーブチャン
ピオンに選ばれた牛（右から２
番目）

清

瀬

商

工

会

青

年

部

が

弁

論

大

会

で

優

勝

Ｂ
Ｍ
Ｘ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
大
会

で
桑
野
孝
則
さ
ん
が
入
賞

第

33

回

東

京

都

乳

牛

共

進

会

で

入

賞

　

７
月
13
日
、
東
大
和
市
民
会
館
ハ

ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
東
大
和
市
向
原
六

丁
目
）
で
、「
青
年
経
営
者
の
主
張

大
会
」（
東
京
都
大
会
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

清
瀬
商
工
会
青
年
部
は
、
部
員
の

森
田
雅
人
さ
ん
が
、
親
善
大
使
事
業

に
つ
い
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
ひ

と
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
の
効
果
を

　

９
月
21
日
、
土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
広
島
県
安
芸
高

田
市
八
千
代
町
土
師
）
で
、「
全
日

本
Ｂ
Ｍ
Ｘ
大
会
」
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｂ

Ｍ
Ｘ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
15
～
16
歳
の
ク
ラ

ス
で
市
内
在
住
の
桑
野
孝
則
さ
ん
が

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

桑
野
さ
ん
は
、
11
月
に
行
わ
れ
る

伊
豆
の
国
際
大
会
に
向
け
て
、「
入

賞
し
て
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

10
月
25
日
、
東
京
都
農
林
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー（
青
梅
市
新
町
六
丁
目
）

で
「
第
33
回
東
京
都
乳
牛
共
進
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
経
産
の
部

で
、
増
田
光
紀
さ
ん
が
育
成
さ
れ
て

い
る
牛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ュ
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
、
ジ
ュ
ニ

ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
し
た
牛
は

関
東
農
政
局
長
賞
と
東
京
都
知
事
賞

も
受
賞
し
ま
し
た
。

守
る
活
動
を

通
し
て
、
子

ど
も
を
取
り

巻
く
地
域
の

絆
を
深
め
、

「
心
の
東
京

革
命
」
の
推

進
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が

た
た
え
ら
れ

ま
し
た
。

　清瀬市第４期障害福祉計画の策定に向けて、清瀬市障害福祉計
画策定委員会を開催します。
日時　11月19日㈬午前10時～正午
場所　コミュニティプラザひまわり
※傍聴される方（先着10人）は直接会場へ。
問合せ　障害福祉課障害福祉係☎497・2073

発
表
し
、

顕
彰
部

門
（
ま
ち

づ
く
り
部

門
）
に
お
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場
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し
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。



５ ４26・11・15 26・11・15

市の職員の給与・人事の状況を公開 清瀬市の職員の給与や休暇などの勤務条件は、市議会で定める条例や、これに
基づく規則などで決定されます。

「清瀬市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給
与や人事の運営状況を市民の皆さんに公表します。

問合せ　職員課☎ 497・1843

（１）職員の福利厚生制度
区分 事業内容

市町村職員共済組合 短期給付事業（医療関係）及び長期給付事業（年金関係）、福祉事業（人間ドックなど）
を行っています。民間事業者での社会保険及び厚生年金等社会保険制度にあたります。

清瀬市職員共済会 共済組合で行っている各種事業を補完するものとして、また、職員の福祉を増進する
ために福利厚生事業などを行っています。

（３）公平委員会に係る業務に関すること
区分 　　勤務条件に関する措置の要求の状況

前年度からの継続案件 25 年度事案数 完結件数 翌年度継続件数
勤務条件に関する措置の要求の状況 ０ ０ ０ ０ 
不利益処分に関する不服申し立ての状況 ０ ０ ０ ０ 

（２）公務災害補償の状況
区分 傷病 死亡

公務災害 5 0 
通勤災害 1 0 

（２）勤務成績の評価の状況（平成 25 年度）
区分 内容

基準日、評定期間 1 月 1 日、1 月 1 日～ 12 月 31 日
評定対象者 全職員

評定項目
【管理職】仕事の成果、知識、企画力、折衝・応対力、理解・判断力、指導力、積極性、

協調性、責任感【管理職以外の職員】仕事の成果、職務遂行力、組織運営力、組織支援力、
取り組み姿勢

評定結果 【管理職】昇給及び勤勉手当【管理職以外の職員】昇給

（１）職員の研修の状況（平成 25 年度）
区分 内容 受講者数

東京都市町村
職員研修所

必修研修 職層別研修 143

選択研修 講師養成研修、政策・法務研修、自治体経営研修、能力開発研修、情報処理研修、
専門職等研修、実務研修、特別研修、スポット研修 146

東京都各局等研修 実施機関：特別区研修所、東京都総務局、東京都福祉保健局、東京消防庁、国立
公文書館 57

民間等派遣研修
実施機関：地方自治経営学会、東京都福祉保健財団、東京都社会福祉協議会、
㈳日本広報協会、㈲東立学院、林業・木材製造業労働災害防止協会、日本社会
事業大学、市町村職員中央研修所

70 

ブロック合同研修 政策形成研修 5 

内部研修
新任職員研修、コーチング研修、接遇研修、タイムマネジメント研修、ソーシャ
ルスキル向上研修、政策法務研修、窓口・電話対応診断、普通・上級救命講習
会など

1,132

区分 違反者数
法令等及び上司の職務上の

命令に従う義務 ０

信用失墜行為の禁止 2
秘密を守る義務 ０ 

区分 違反者数
職務に専念する義務 ０

政治的行為の制限 ０ 
争議行為等の禁止 ０ 

営利企業等の従事制限 ０ 

区分 分限処分 懲戒処分
処分件数 降任 免職 休職 降給 戒告 減給 停職 免職

０ ０ ９ ０ １ １ ０ ０

（１）職員の勤務時間
職員の勤務時間は、午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分の 1 日 7 時間 45 分、週 38 時間 45 分です。また、保育

園など、特別の勤務形態によって勤務する必要のある職員も、平均週 38 時間 45 分の勤務時間です。
（２）休暇などの概要

休暇などの種類 : 年次有給休暇、病気休暇、母子保健健診休暇、結婚休暇、出産介護休暇、妊婦通勤時間、子
の看護休暇、永年勤続休暇、ボランティア休暇、公民権の行使、骨髄移植休暇、育児の時間、生理休暇、産前
産後の休養、忌引、夏季休暇、組合休暇、介護休暇、短期の介護休暇、妊娠症状対応休暇、育児参加休暇、育
児休業、介護休業、部分休業、修学部分休業、自己啓発等休業

区分
職員数

（25 年４月
１日現在）

採用などの状況 退職などの状況（25 年 4 月 2 日～ 26 年 4 月 1 日） 職員数
（26 年 4 月

1 日現在）
対前年25 年 4 月 2 日～ 

26 年 3 月 31 日
26 年４
月１日 計 定年・

勧奨 普通 死亡 その他 計

職員数 443（46） 1（0） 19（7） 20（7） 16 5 0 2（2） 23（2） 440（51） △ 3（5）
※（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

部門 平成 25 年 平成 26 年 対前年増減数 主な増減理由

普
通
会
計

一般行政
部門

議会 4 5 1 再任用の正規職員化
総務企画 107 112 5 課の新設、業務の充実

税務 27 27 0
民生 146 144 △ 2 執行体制の見直し
衛生 28 27 △ 1 欠員不補充
労働

農林水産 4 3 △ 1 執行体制の見直し
商工 1 2 1 執行体制の見直し
土木 19 18 △ 1 執行体制の見直し
小計 336（36） 338（40） 2（4）

特別行政
部門

教育 70 66 △ 4 事務の統廃合
小計 70（8） 66（7） △ 4（△ 1）

普通会計計 406 （44） 404（47） △ 2（3） 

公営企業等
会計部門

下水道 7 7 0  
その他 30 29 △ 1 欠員不補充

小計 37（2） 36（4） △ 1（2）
合計 443（46） 440（51） △ 3（5）

※職員数は一般職に属する職員数であり、臨時または非常勤職員を除いています。（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。△はマイナスです。

区分 給料月額等 期末手当等

給料
市長 839,000 円  ６月期　1.90 月分

（755,100 円） 12 月期　2.05 月分
副市長 717,000 円 計　　3.95 月分
教育長 648,000 円 ※算定基礎は減額後の額です。

報酬
議長 477,000 円  ６月期　1.80 月分

副議長 439,000 円 12 月期　2.15 月分
議員 418,000 円 　計　　3.95 月分

手当名 区分 清瀬市 国

扶養手当
配偶者 13,500 円 13,000 円

配偶者以外 6,000 円 6,500 円
特定期間の加算 4,000 円 5,000 円

通勤手当

交通機関利用者 
（電車・バス）

運賃相当額
原則６か月定期分を

一括支給
運賃相当額

上限 55,000 円

交通用具利用者 
（自家用車など）

通勤距離（２㌔㍍以上）に応じて 
６か月分を一括支給

通勤距離（２㌔㍍以上）に
応じて 1 か月ごとに支給

住居手当
自己所有住宅 ―― ――

賃貸住宅 15,000 円
（35 歳未満の世帯主の職員のみに支給）

27,000 円
支給限度額

地域手当

支給対象地域 市内全域

時間外勤務 
手当

25
年
度

支給総額 88,053 千円
支給率 15.0% 職員 1 人あたり

の支給年額 180 千円
支給対象職員数 489 人

国の制度（支給率） 地域区分によ
り 0 ～ 18％ 24

年
度

支給総額 88,833 千円

支給対象 1 人あたり
平均支給年額 

（25 年度決算）
575,628 円 職員 1 人あたり

の支給年額 183 千円

区分 清瀬市 国

期末手当
勤勉手当

　　　                                                               単位：月分                                                                                                単位：月分 

　　 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225 （0.65） 0.675（0.325） 　６月期 1.225（0.65） 0.675（0.325）

12 月期 1.375 （0.80） 0.675（0.325） 12 月期 1.375（0.80） 0.675（0.325）
　　計　　    2.600(1.45）  1.350（0.65） 　　計   2.600（1.45） 1.350（0.65）

退職手当

（支給率） 普通退職 定年等退職 （支給率） 普通退職 定年等退職
勤続 20 年 23.75 26.83 勤続 20 年 21.62 27.025
勤続 25 年 31.83 35.50 勤続 25 年 30.82 36.57
勤続 35 年 46.58 49.73 勤続 35 年 43.70 52.44
最高限度額 49.73 49.73 最高限度額 52.44 52.44

その他加算措置 その他加算措置
定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置
          （２～ 20％加算）           （２～ 45％加算）
退職時の特別昇給 ２号給以内（公務上の死亡）

※期末勤勉手当の（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。普通退職とは自己都合などによる退職。定年等退職とは定年、
勧奨などによる退職です。25 年度に退職した職員１人あたり平均支給額・勤続年数は、普通退職が 6,117 千円（17 年 3 か月）、
定年等退職が 23,412 千円（37 年 1 か月）でした。

区分 合計

26 年度
職員数（Ａ） 273 人
勤務成績の区分が「上位」または「最上位」に決定された職員数（Ｂ） 83 人
比率（Ｂ）／（Ａ） 30.4%

25 年度
職員数（Ａ） 274 人
勤務成績の区分が「上位」または「最上位」に決定された職員数（Ｂ） 83 人
比率（Ｂ）／（Ａ） 30.3%

区分 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 級
計標 準 的 な 

職 務 内 容
部 長
及 び 参 事

課 長 及 び 
副 参 事 課長補佐 係 長

及 び 主 査 主 任 係　　員

職員数 10 人 31 人 3 人 54 人 104 人 71 人 273 人
構成比 3.7% 11.3% 1.1% 19.8% 38.1% 26.0% 100.0%

区分 経験年数 10 ～ 14 年 経験年数 15 ～ 19 年 経験年数 20 ～ 24 年

一般行政職
大学卒 278,185 円 347,881 円 375,700 円
高校卒 ―― 314,240 円 339,427 円

平成 25 年４月１日現在 108.6（100.3）
※ラスパイレス指数とは、地方公務員の一般行政職の学歴別・経験年数別構成な
どが国家公務員と同一と仮定し、国家公務員の給料を 100.0 とした場合の、地方
公務員の給与水準を算出した指数のことです。
※平成 24・25 年度の国家公務員の給料は特別措置減額後の給料と比較しています。
（　）は特別措置減額前の参考値です。

平成 24 年４月１日現在 107.4（99.2）

区分 清瀬市 東京都 国

一般行政職
大学卒 181,200 円 181,200 円

Ⅰ種 181,200 円
Ⅱ種 172,200 円

高校卒 142,700 円 142,700 円 140,100 円

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
清瀬市 321,082 円 416,060 円 42.1 歳 341,415 円 420,792 円 51.8 歳
東京都 325,565 円 456,418 円 41.8 歳 300,336 円 402,439 円 47.9 歳

国 332,446 円
（307,220 円）

405,463 円
（376,257 円） 43.1 歳 286,850 円

（272,119 円）
325,400 円

（309,534 円） 49.9 歳

区分 職員数 （Ａ）
給与費 （Ｂ） １人あたり給与費

（Ｂ / Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計 
25 年度 406 人（44）1,646,814 千円 438,067 千円 635,178 千円 2,720,059 千円 6,700 千円

※職員手当には退職手当を含みません。（　）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです（職員数は平成 25 年 4 月 1
日現在）。給与費は、再任用短時間勤務職員を含んだ数値です。一人あたりの給与費の数値は、上記Ｂを再任用短時間勤務
職員を含まない人数で除したものです。

区分 住民基本台帳人口 歳出額　（Ａ） 人件費　（Ｂ） 人件費率（Ｂ / Ａ）
25 年度 74,247 人 27,195,534 千円 4,616,550 千円 17.0%

※人件費には、特別職に支給される給与・報酬などを含みます。（人口は平成 26 年３月 31 日現在）

地域手当

給料

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

時間外勤務手当

期末・勤勉手当

退職手当

※給与とは給料に諸手当を含めた額です（期末・勤勉手当は含まれていません）。国の平均給与月額には、通勤手当・時間
外勤務手当などの手当が含まれていません。国の（　）内は、給与改定・臨時特例法に基づく給与減額支給措置による減
額後の金額です。

※清瀬市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※勤務成績の区分が「上位」または「最上位」の職員は、区分が「標準」の職員と比べて、１～２号拡大された昇給幅が付与されます。

【１】　人件費の状況（普通会計決算）

清瀬市の給与の概要
（平成 26 年４月１日現在）

【３】　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 26年 4月 1日現在）

【５】　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 26年 4月 1日現在）

【２】　職員給与費の状況（普通会計決算）

【４】　職員の初任給の状況（平成 26年 4月 1日現在）

【６】　ラスパイレス指数

【７】　一般行政職の級別職員の状況（平成 26年 4月 1日現在）

【８】　昇給への勤務成績の反映状況（一般行政職）

【９】　職員手当の状況（平成 26年４月１日現在）

【10】　特別職の報酬等の状況について（平成 26年 4月 1日現在）

【７】　職員の福祉及び利益の保護の状況

【６】　職員の研修及び勤務成績の評価の状況（平成 25年度）

【５】　職員の服務の状況（平成 25年度）

【４】　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 25年度）

【３】　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

【２】　職員の競争試験及び選考の状況

【１】　職員の任免及び職員数に関する状況

【11】　部門別職員数の状況と主な増減理由

毎月支給

一定時期に支給

決まって支給

勤務実績に応じて支給

毎年支給

退職時に支給

採用試験の状況（平成 25 年度実施） 昇任試験の状況（平成 25 年度実績）

職種 応募者数 1 次試験受験者数 最終合格者数 区分 対象者数 受験者数 受験率 合格者数 合格率

一般事務 694 621 18 管理職 39 5 12.8% 4 80.0%
保健師 3 2 1 課長補佐職 32 2 6.3% 1 50.0%
保育士 15 13 1 係長職 114 7 6.1% 6 85.7%

主任職 31 21 67.7% 21 100.0%
技能主任職 2 1 50.0% 1 100.0%

市役所にお電話をいただく場合には、市外局番
（042）からおかけくださいますようお願いします。

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表番号
（042・492・5111）へおかけください。

市 職 員 の 給 与 の 状 況 職 員 人 事 の 状 況

～給与の仕組みや水準、職員人事の運営状況を公表～

※市長の給料は現在 10％減額を実施中であり、（　）内は減額後の月額です。
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ス
パ
ー

ク
ル
・
玉
野
☎
493
・
０
８
２
３

☆
催
し
物

①ベビーマッサージ教室
対象　２か月～ハイハイ前までの赤
ちゃん。先着 10 人
日時　11 月 18 日㈫午前 10 時 30 分
～正午
講師　小宮しのぶ氏
費用　600 円
持ち物　バスタオル、タオル
②プリザーブドフラワー 冬のアレンジ
　メント
　冬のイベントにぴったりのアレンジ
メントを作ります。各回先着８人。
日時　12 月５日㈮午前 10 時～正午・
午後２時～４時
講師　福井ひろ子氏
費用　2,700 円（花 材 代）
③けしごむはんこ
　クリスマスカードや年賀状に。
対象　小学４年生以上の方。先着 15
人
日時　１２ 月６日㈯午後２時～３時 30
分
費用　500 円
持ち物　カッター、彫刻刀

①チェロに触れる 子供のためのクリス
　マスコンサート
　先着親子 30 組。
日時　12 月 13 日㈯ 午 前 10 時 30 分
～ 11 時 30 分
費用　親子一組 500 円
②クリスマスチェロコンサート
　デンマーク・オールフス交響楽団
や大阪フィルハーモニーなどの客演
首席奏者の高田剛志を迎えてのコン
サート。先着 70 人。

　
地
域
ふ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
立
ち
寄

　
市
民
と
議
員
の
意
見
交
換
会

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
清
瀬
の
今

の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
、
疑

問
や
提
案
、
市
議
会
の
有
志
議
員

と
話
し
ま
し
ょ
う
。
11
月
22
日
10

時
～
12
時
、清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、

無
料
、
市
民
と
議
員
の
意
見
交
換

会
・
目
黒
☎
494
・
８
７
２
０

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。

④三遊亭天どん落語会 お相手：林家
　たい平
　落語応援会でもおなじみ天どんに、
笑点でも活躍中のたい平と三味線漫
談のあずみをゲストに迎えた落語会。
日時　12 月 22 日㈪午後７時～（開場
は午後６時 30 分）
費用　前売り一般 3,500 円・友の会
3,200 円、当日 3,800 円（全 席 指 定・
未就学児入場不可）
申込み　①から④とも直接または電
話で清瀬けやきホール☎ 493・4011
へ

　
人
物
デ
ッ
サ
ン

　
人
物
デ
ッ
サ
ン
を
す
る
同
好
会

で
す
。
一
緒
に
楽
し
く
人
物
画
を

描
き
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
大
歓

迎
。
第
４
日
曜（
11
月
は
30
日
開

催
）13
時
～
17
時
、
竹
丘
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
月
会
費
２
千
円
、

き
よ
せ
人
物
デ
ッ
サ
ン
会
・
村
井

☎
492
・
１
３
２
０

　
大
正
琴

　
ど
な
た
で
も
簡
単
に
弾
け
る
大

正
琴
で
、
童
謡
・
演
歌
な
ど
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。
貸
し
琴
も

　
11
月
公
開
講
座

　
「
認
知
症
は
こ
わ
く
な
い
」
～

早
期
発
見
・
早
期
ケ
ア
～　

信

愛
病
院
認
知
症
病
棟
師
長　

関

美
智
代
。
11
月
22
日
13
時
30
分

～
、
信
愛
の
園（
梅
園
二
丁
目
）、

無
料
、
信
愛
病
院
・
井
上
☎
491
・

３
２
１
１

　
ア
ピ
ー
ル
ウ
オ
ー
ク

　

な
く
そ
う
原
発
の
同
じ
思
い
を

持
つ
者
が
、
秋
の
一
日
、
市
民
へ

の
ア
ピ
ー
ル
の
場
を
設
け
よ
う
と

企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。
11
月
24
日
10
時
～
、

市
役
所
駐
車
場
～
か
ぜ
の
こ
広

場
、
無
料
、
な
く
そ
う
原
発
清
瀬

の
会
・
山
田
☎
494
・
３
４
９
９

　
が
ん
カ
フ
ェ

　

病
気
の
こ
と
、
看
病
の
こ
と
、

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
思
い
を
分
か

ち
合
う
会
で
す
。
ミ
ニ
講
義
「
高

額
療
養
費
制
度
と
は
」。
11
月
22

日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、
清
瀬

け
や
き
ホ
ー
ル
、
無
料
、
ス
マ
イ

ル
ケ
ア
・
北
川
☎
491
・
３
２
１
１

　
年
賀
状「
羊
」を
描
く

　

来
年
の
干え

支と

・
羊
を
テ
ー
マ

に
、
NHK
学
園
な
ど
の
講
師
・
中
国

水
墨
画
家
宇
俊
之
氏
に
よ
る
講
習

会
。11
月
26
日
15
時
～
16
時
30
分
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
講
習
会
費

千
円（
教
材
費
込
み
）、
総
合
水

墨
画
会
清
瀬
支
部
・
和
田
☎
491
・

８
９
３
８

◆ごとうけいの紙工作ミュージアム
　地元の紙工作作家ごとうけい氏

（Kei Craft）の作品が大集合。
　体長２㍍を超えるキリンや今にも
歩き出しそうなペンギン、昔懐かし
い家電など、紙でできているとは思
えない精巧な作品の数々をお楽しみ
ください。
日時　11 月 22 日㈯～ 12 月７日㈰午
前９時 30 分～午後５時（入館は午後
４時まで。11 月 25 日㈫・12 月１日
㈪は休館日）
費用　入館券おとな 500 円、４歳～
高校生 200 円
※直接会場へ。60 歳以上の方対象
の割引キャンペーン実施中。（平日限
定）
問合せ　多摩六都科学館☎ 042・46
9・6100

　
大
丈
夫
！ 

心
開
い
て
語
り
合

　
え
ば

　

不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
、
一
人

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？ 

先
生

を
囲
ん
で
問
題
の
糸
口
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。
11
月
23
日
13
時
30

分
～
15
時
30
分
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
、
100
円（
通
信
費
な
ど
）、

に
ん
じ
ん
の
会
・
塩
澤
☎
494
・

０
４
４
３

　
第
14
回
作
品
展

　

日
ご
ろ
学
ん
だ
色
エ
ン
ピ
ツ
画

の
作
品
展
で
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
11
月
26
日
～

30
日
10
時
～
17
時（
最
終
日
は
16

時
ま
で
）、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

無
料
、
虹
の
会
・
三
木
☎
491
・

１
９
４
８

　
食
と
健
康
―
頭
で
た
べ
て
よ
り

　
健
康
に

　

超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、

治
療
よ
り
予
防
が
重
要
で
す
。
講

師
は
東
洋
大
学
食
環
境
科
学
部
長

・
健
康
栄
養
学
科
教
授
の
林
清
氏
。

　
講
演
会「
け
や
き
ロ
ー
ド
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー
の
彫
刻
と
私
の
彫
刻
」

　

彫
刻
家
の
城
田
孝
一
郎
氏
が
キ

ヨ
セ
ケ
ヤ
キ
ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
展
示
さ
れ
て
い
る
彫
刻
作
品
に

つ
い
て
、
映
像
を
交
え
て
紹
介
し

ま
す
。
11
月
30
日
14
時
～
15
時
30

分
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
無
料
、

日
本
大
学
清
瀬
桜
門
会
・
谷
野
☎

491
・
９
０
５
８（
19
時
～
21
時
）

　
ジ
ョ
イ
ン
ト 

コ
ン
サ
ー
ト

　

清
瀬
国
際
交
流
会
KIC
コ
ー
ラ
ス

と
ノ
ー
チ
ェ
・
デ
・
コ
ッ
コ
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
で
楽
し
く
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
11
月
30
日
14

時
～
16
時
、
ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
、

無
料
、
清
瀬
国
際
交
流
会
KIC
コ
ー

ラ
ス
・
加
藤
☎
493
・
３
８
５
６

あ
り
。
第
１
・
３
金
曜
13
時
～
16

時
、
松
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

入
会
金
３
千
円
・
月
会
費
３
千
500

円
、「
さ
ざ
ん
か
」大
正
琴
の
会
・

丸
橋
☎
492
・
７
４
２
０

れ
る
地
域
ふ
ら
っ
と
サ
ロ
ン
で

す
。
ひ
き
立
て
の
コ
ー
ヒ
ー
、
お

菓
子
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
第
３
土
曜（
11
月
15
日
・

12
月
20
日
）11
時
～
15
時
、
稲
荷

台
老
人
い
こ
い
の
家
、
参
加
費
100

円
（
コ
ー
ヒ
ー
の
お
代
わ
り
は
１

杯
50
円
）、
茶
ど
こ
ろ
・
だ
ん
だ

ん
・
辻
☎
493
・
８
３
９
９

11
月
29
日
14
時
～
15
時
30
分
、
ア

ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル
、
無
料
、
清
瀬
白

山
会
・
渡
辺
☎
492
・
２
４
８
８

日時　12 月 13 日㈯午後２時～４時
費用　1,500 円
申込み　①②とも直接または電話で
コミュニティプラザひまわり☎ 495・
5100 へ

平成27年度認可保育園・学童クラブ児童募集
■認可保育園児童
対象　保護者が就労などによ
り、家庭で保育ができない児童

（12 月 20 日㈯～平成 27 年２月
３日㈫までに出産予定の方は、
申し込み先までご相談くださ
い。また、現在入園保留の方で
平成 27 年度も入園希望の方は
再申し込みが必要です）
申込書（入園のしおり）　11 月 17
日㈪から子育て支援課、市内の
各認可保育園、松山・野塩地域
市民センター、児童センター、
男女共同参画センター、生涯学
習センターで配布（市ホームペ
ージからもダウンロード可。必
要書類は入園のしおりを参照）
※締め切り後も平成 27 年２月
27 日㈮まで、随時受け付け。
ただし、二次選考対象です。
申込み　12 月１日から 19 日の
平日午前８時 30 分から午後５
時までに必要書類を持参し、直
接子育て支援課保育・幼稚園係
☎ 497・2086 へ

■学童クラブ入会児童
対象　保護者が就労などにより
昼間家にいない、小学１～３年
生までの児童（障害児は４年生
まで）
申 込 書（入 会のしおり）　11 月
17 日㈪から子育て支援課、各
学童クラブ、各認可保育園（乳
児保育園・駅前乳児保育園・す
みれ保育園分園を除く）、松山
・野塩地域市民センター、児童
センター、男女共同参画センタ
ー、生涯学習センターで配布（必
要書類は入会のしおりを参照）
※保育料・育成料滞納者で、滞
納分を完納できない場合は、納
入計画書の提出が必要です。
※締め切り後も平成 27 年２月
27 日㈮まで、随時受け付け。
ただし、二次選考対象です。
申込み　12 月１日から 19 日の
平日午前８時 30 分から午後５
時までに必要書類を持参し、直
接子育て支援課学童クラブ係☎
497・2089 へ

健
診
受
け
て
い
ま
す
か
？

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で
対
象
の
方
に

順
次
、
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。健
診
期
間
は
12
月
ま
で
で
す
。

　

健
診
は
毎
年
受
け
て
、
健
診
結
果
の
変

化
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
２
年
に
１
回
の
受
診
の
方
や
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
方
及
び

11
月
中
に
加
入
・
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で

健
診
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
☎

497
・
２
０
７
６

第
３
回
き
よ
せ
ニ
ン
ニ
ン
ス
タ
ン
プ

公
開
抽
選
会
を
開
催

　

今
年
度
最
後
の「
き
よ
せ
ニ
ン

ニ
ン
ス
タ
ン
プ
公
開
抽
選
会
」を

開
催
し
ま
す
。
来
場
さ
れ
た
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
抽
選
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
先
着
207
人
。

日
時　

12
月
１
日
㈪
午
後
２
時
～

（
抽
選
を
さ
れ
る
方
は
、
午
後
１

時
45
分
集
合
）

場
所　

清
瀬
商
工
会
館（
松
山
二

丁
目
）

※
直
接
会
場
へ
。
詳
し
く
は
左
記

へ
。

※
き
よ
せ
ニ
ン
ニ
ン
ス
タ
ン
プ
の

提
出
は
、
11
月
21
日
㈮
ま
で
に
満

点
台
紙
を
直
接
対
象
店
舗
ま
た
は

左
記
へ
。

問
合
せ　

清
瀬
商
工
会
☎
491
・

６
６
４
８

第10回清瀬市子ども・子育て会議を開催
日時　12 月３日㈬午前 10 時～

（２時間程度）
場所　児童センター

※傍聴される方は直接会場へ。
問合せ　子育て支援課保育・幼稚
園係☎ 497・2086

齋さ
い

藤と
う

杏あ
ん

花な

さ
ん
（
中
学
２
年
生
）

を
捜
し
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
朝
霞
市
在
住
の
齋
藤
杏

花
さ
ん（
身
長
155
㌢
く
ら
い
・
や

せ
型
）が
、
３
月
10
日
午
後
４
時

ご
ろ
、
下
校
途
中
に
行
方
が
分
か

ら
な
く
な
り
、
現
在
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
左

記
ま
た
は
お
近
く
の
警
察
署
・
交

番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

朝
霞
警
察
署
☎
048
・

465
・
０
１
１
０

現在も行方が分か
らない齋藤杏花さ
ん



７ 26・11・15

■
市
民
伝
言
板
利
用
案
内

　

１
月
１
日
号
掲
載
希
望
の
原
稿

は
、
11
月
17
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
12
月
１
日
ま
で
の
間
に
受
け
付

け
。
先
着
20
枠
。

　

市
民
伝
言
板
掲
載
記
事
は
、
市

の
主
催
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
☎
497
・
１
８
０
８

①
金
山
調
節
池
　
秋
の
定
例
保
全

　
活
動（
除
草
や
枯
木
整
理
、
水

　
路
整
備
、
樹
木
せ
ん
定
な
ど
）

日
時　

予
備
作
業
＝
11
月
25
日
㈫

午
前
９
時
～
正
午（
小
雨
決
行
・

雨
天
時
は
26
日
㈬
）、
本
作
業
＝

11
月
29
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
２

時（
小
雨
決
行
・
雨
天
時
は
30
日

㈰
）。
い
ず
れ
も
集
合
は
午
前
８

時
50
分
に
金
山
調
節
池
奥
広
場

持
ち
物　

飲
み
物
・
軍
手
・
タ
オ

ル
・
長
靴（
29
日
は
昼
食
も
持
参
）

②
中
里
緑
地
保
全
地
域 

竹
林
伐

　
採
整
備（
総
仕
上
げ
編
）

日
時　

11
月
18
日
㈫
午
前
９
時
～

正
午（
小
雨
決
行
・
雨
天
時
は
19

日
㈬
）。
集
合
は
午
前
８
時
50
分

に
中
里
緑
地
保
全
地
域
Ｂ
地
区
竹

林
前

持
ち
物　

飲
み
物
・
軍
手
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト（
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
れ
ば
の
こ
ぎ
り
・
せ

ん
定
ば
さ
み
）

※
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

清
瀬
の
自
然
を
守
る
会

事
務
局
・
福
島
☎
492
・
７
７
７
５

そ
の
他
コ
ー
ナ
ー
は
８
面
に
続
く

迎
春
準
備
！ 

正
月
飾
り
講
習 

市役所にお電話をいただく場合には、市外局番
（042）からおかけくださいますようお願いします。

保
全
活
動
と
竹
林
伐
採
整
備

　

運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
や
導
入
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
事
例
紹
介
を
交
え

な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

電
話
で
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
491
・
９
０
２
７

成
年
後
見
専
門
相
談

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
相
談
や

申
立
て
手
続
き
に
つ
い
て
、
司
法

　

わ
ら
を
使
っ
て
正
月
飾
り
と
し

め
縄
を
作
り
ま
す
。
先
着
20
人
。

日
時　

12
月
７
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
１
時

場
所　

郷
土
博
物
館

費
用　

700
円（
わ
ら
代
な
ど
）

講
師　

下
宿
ふ
せ
ぎ
保
存
会　

増

田
時
次
郎
氏
・
中
田
満
氏
・
小
島

芳
秋
氏

対
象　

２
人
以
上
世
帯
向
け
一
般

住
宅
＝
２
Ｄ
Ｋ
ま
た
は
３
Ｄ
Ｋ
２

戸募
集
案
内
の
配
布
期
間　

11
月
20

日
㈭
～
12
月
１
日
㈪

募
集
案
内
の
配
布
場
所
・
時
間　

ま
ち
づ
く
り
課
、
松
山
・
野
塩
出

張
所
＝
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時（
午
後
５
時
～
午
後
８
時

と
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
市
役
所

夜
間
受
付
で
配
布
）。
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

＝
各
セ
ン
タ
ー
開
館
日
の
開
館
時

間
内

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
み　

12
月
３
日
（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
郵
送
で
ま
ち
づ
く

り
課
ま
ち
づ
く
り
係
☎
497
・
２
０

９
３
へ

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
の「
市

報
き
よ
せ
」「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
掲
載
す
る
広
告
枠
の
広
告
掲
載

業
務
を
一
括
し
て
取
り
扱
う
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
札
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、「
平
成
27
年
度
一
般
競
争

入
札
に
よ
る
市
報
き
よ
せ
広
告
枠

売
却
に
関
す
る
案
内
書
」「
平
成

27
年
度
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
清

瀬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告
枠
売
却

に
関
す
る
案
内
書
」な
ど
（
い
ず

れ
も
秘
書
広
報
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
）を
ご
確
認

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
市
報
き
よ
せ
へ
の

広
告
掲
載
業
務
取
扱
事
業
者
を
募
集

入
札
日
時　

12
月
19
日
㈮
午
後

３
時
～（
市
報
き
よ
せ
広
告
枠
）・

３
時
５
分
～（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
枠
）

入
札
場
所　

健
康
セ
ン
タ
ー

※
入
札
参
加
資
格
や
最
低
売
却
価

格
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
左
記
へ
。

申
込
み　

11
月
17
日
か
ら
21
日
午

後
４
時
ま
で
に
、
一
般
競
争
入
札

参
加
申
請
書
や
清
瀬
市
暴
力
団
排

除
条
例
に
か
か
る
誓
約
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
☎
497
・

１
８
０
８
へ

―
５
日
間
コ
ー
ス

　

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
持
っ
た

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
が
、
体

の
ゆ
が
み
の
調
整
や
姿
勢
改
善
、

膝
痛
・
肩
こ
り
・
腰
痛
軽
減
な
ど
、

一
人
一
人
の
体
の
状
態
に
合
わ
せ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

対
象　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
。先
着
30
人（
昨

年
度
の
集
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
参

加
さ
れ
て
い
な
い
方
優
先
。
通
院

中
の
方
は
医
師
の
同
意
が
必
要
）

日
時　

①
11
月
26
日
㈬
②
12
月
１

日
㈪
③
11
日
㈭
④
16
日
㈫
⑤
22
日

講
演
会
「
医
療
機
関
の

か
か
わ
り
方
、
選
び
方
」

　

安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
る

た
め
に
、
お
医
者
さ
ん
と
の
付
き

合
い
方
や
選
び
方
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
。
先
着
60
人

い
き
い
き
ハ
イ
キ
ン
グ

５

キ

ロ

コ

ー

ス

　

国
分
寺
・
お
鷹
の
道
・
周
辺
見

学（
５
㌔
）。

対
象　

運
動
制
限
が
な
く
、
日
ご

ろ
か
ら
継
続
的
に
散
歩
な
ど
の
運

動
を
し
て
い
る
方

日
時　

11
月
23
日
㈰
午
前
９
時
30

（
出
発
は
午
前
10
時
）
～
午
後
２

時（
雨
天
中
止
）。
集
合
＝
清
瀬

先
人
の
知
恵
に
学
ぶ

「
し
め
縄
作
り
講
習
会
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
な
か

で
、
生
の
音
楽
鑑
賞
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
各
回
先
着
30
人
。

日
時　

11
月
22
日
㈯
午
前
11
時
～

・
午
後
２
時
～

場
所　

郷
土
博
物
館

演
奏　

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

中
村
里
奈
氏（
バ
イ
オ
リ
ン
）・

村
岡
苑
子
氏（
チ
ェ
ロ
）

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８

　
「
思
い
出
姉
妹
・
ピ
ー
ロ
」
の

２
組
の
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
、
歌

・
大
道
芸
・
マ
ジ
ッ
ク
・
抽
選
会

や
飲
み
放
題
・
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン

グ
な
ど
の
お
楽
し
み
企
画
で
す
。

日
時　

12
月
13
日
㈯
正
午
～
14
日

㈰
午
後
０
時
30
分（
予
定
）、
集

合
・
解
散
＝
飯
能
信
用
金
庫
清
瀬

支
店
前（
上
清
戸
一
丁
目
）

宿
泊
場
所　

立
科
山
荘（
長
野
県

北
佐
久
郡
立
科
町
大
字
芦
田
八
ケ

野
）

費
用　

お
と
な
２
万
３
千
円
・
小

学
生
１
万
６
千
500
円（
１
泊
２
食

・
送
迎
・
保
険
料
含
む
）

申
込
み　

電
話
で
立
科
山
荘
☎
０

２
６
７
・
51
・
２
３
０
０
へ

立
科
山
荘
ク
リ
ス
マ
ス

デ

ィ

ナ

ー

企

画

肩
こ
り
・
膝
痛
・
腰
痛
軽
減

改
善 

集
中
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

☆
そ
の
他

　
年
賀
状
な
ど
の
宛
名
書
き
！

　

年
賀
状
な
ど
、
ハ
ガ
キ
の
宛
名

書
き
を
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
印
刷

し
ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
基
本
料
600
円（
別
途
１

枚
に
付
き
30
円
）、
清
瀬
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｃ
教
室
班

・
伊
藤
☎
494
・
０
９
０
３

　
お
話
し
相
手（
傾
聴
）
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

参
加
者
と
と
も
に「
私
に
と
っ

て
傾
聴
と
は
」を
実
際
に
体
験
し

な
が
ら
考
え
、
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。
12
月
６
日
・
13
日
、
平
成
27

年
１
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
、

２
月
７
日
・
14
日
、
３
月
７
日
10

時
～
12
時（
全
９
回
）、
し
ん
あ

い
清
戸
の
里（
下
清
戸
一
丁
目
）、

千
円（
資
料
代
）、
社
会
福
祉
法

人
信
愛
報
恩
会（
し
ん
あ
い
清
戸

の
里
）・
難
波
☎
493
・
５
６
２
３

　「
花
」の
会
に
よ
る
朗
読

　

三
人
の
方
に
朗
読
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
お
茶
会
も
あ
り
ま

す
。
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
11

月
28
日
14
時
～（
開
場
は
13
時
30

分
）、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

参
加
費
300
円
、
宙そ

ら
の
会
・
鎌
田
☎

492
・
３
７
４
８

　「
第
九
を
歌
お
う
in
き
よ
せ
」

　
第
五
回
演
奏
会

　

今
回
で
第
五
回
演
奏
会
を
迎
え

ま
し
た
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲

第
九
を
ド
イ
ツ
語
で
歌
い
ま
す
。

当
日
券
若
干
あ
り
。
12
月
14
日
14

時
～（
開
場
は
13
時
30
分
）、
清

瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
、
999
円
、
清

瀬
第
九
合
唱
団
・
清
水
☎
491
・

３
５
３
４

　
原
襄
二
芸
能
55
周
年
記
念
チ
ャ

　
リ
テ
ィ
ー
歌
・
踊
コ
ン
サ
ー
ト

　（
早
期
告
知
）

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト　

平
成
27

年
３
月
７
日
11
時
～　

青
木
美
保

（
五
木
ひ
ろ
し
の
妹
分
。
夢
一
輪

・
お
ん
な
の
夜
汽
車
）、
８
日
10

時
～　

内
田
あ
か
り（
浮
世
絵
の

街
・
今
夜
だ
け
）、
２
日
間
先
着

100
人
に
記
念
品
贈
呈
、
清
瀬
け
や

き
ホ
ー
ル
、
入
場
無
料
、
同
実
行

委
員
会
☎
080
・
１
０
８
１
・
９
４

７
１

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

活

用

術

学

習

会

都

営

住

宅
（

地

元

割

当

）

入

居

者

㈪
、
①
②
⑤
は
午
前
10
時
～
11
時

30
分
③
④
は
午
後
１
時
30
分
～
３

時場
所　

①
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

②
は
健
康
セ
ン
タ
ー
③
～
⑤
は
ア

ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

講
師　

高
齢
者
運
動
機
能
向
上
研

究
会
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ト
レ
ー
ナ
ー　

岩
田
諭
氏
・
須
永

順
子
氏
・
八
木
香
氏

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物

申
込
み　

電
話
で
健
康
推
進
課
健

康
推
進
係
☎
497
・
２
０
７
６
へ

日
時　

12
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

ア
ミ
ュ
ー
ホ
ー
ル

講
師　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床

研
修
科
医
長　

尾
藤
誠
司
氏

申
込
み　

11
月
17
日
か
ら
電
話
で

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
☎
497
・

２
０
７
６

駅
北
口
連
絡
通
路
・
解
散
＝
西
国

分
寺
駅

費
用　

50
円（
保
険
料
な
ど
・
交

通
費
は
別
途
自
己
負
担
）

持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具

・
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
と

靴※
直
接
集
合
場
所
へ
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
推
進
員
・

宮
崎
☎
478
・
５
３
７
２

成
年
後
見
・
相
続
無
料
相
談

　

成
年
後
見
や
相
続
問
題
に
つ
い

て
、専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日
㈯
午
後
１
時
～

５
時

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

き
よ
せ
成
年
後
見
・
相

続
等
相
談
室
・
五
野
上
☎
495
・
２

９
３
９

清

博

き

よ

せ

塾

―
第
２
回 

キ
ヨ
セ
ケ
ヤ
キ
ロ
ー

　

ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
後
編
）

　

テ
ー
マ
は「
ス
ラ
イ
ド
で
観み

る

市
内
の
彫
刻
」。
先
着
30
人
。

日
時　

11
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～

場
所　

郷
土
博
物
館

講
師　

清
瀬
市
文
化
財
保
護
審
議

会
会
長　

城
田
孝
一
郎
氏

※
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８

５
８
５

申
込
み　

11
月
15
日
か
ら
電
話
で

郷
土
博
物
館
☎
493
・
８
５
８
５
へ

５
８
５

平
成
26
年
度

清
瀬
市
非
常
勤
職
員（
嘱
託
員
）を
募
集

―
児
童
厚
生
員（
市
内
児
童
セ
ン

　
タ
ー
勤
務
）

資
格　

保
育
士
証
ま
た
は
教
員
免

許
を
有
す
る
方
、
若
し
く
は
２
年

以
上
児
童
福
祉
業
務
に
従
事（
常

勤
職
員
に
準
じ
た
勤
務
）し
た
こ

と
が
あ
る
方
。
定
員
若
干
名

募
集
要
項　

11
月
21
日
㈮
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

に
職
員
課
で
配
布（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

11
月
21
日
ま
で（
平
日

の
み
。
郵
送
は
21
日
必
着
）に
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
資
格
証
明
の
写
し
を
添
え
て

直
接
ま
た
は
郵
送
で
職
員
課
職
員

係
☎
497
・
１
８
４
３
へ

書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
時　

12
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
ひ

ま
わ
り

申
込
み　

電
話
で
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
あ
い
ね
っ
と
☎
495
・
５
５
７

３
へ

　

手
作
り
正
月
飾
り
で
、
新
年
を

迎
え
ま
せ
ん
か
。

対
象　

18
歳
以
上
の
方
。
先
着
①

20
人
②
15
人

日
時　

①
12
月
11
日
㈭
午
前
10
時

～
正
午
②
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

①
中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ

ー
②
竹
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用　

千
200
円

申
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
①

は
中
里
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
☎

494
・
７
５
１
１
②
は
竹
丘
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
☎
495
・
１
７
１
７
へ



26・11・15 

10

月

の

受

付

状

況

８

予＝要予約

事 業 名 対 象・内容など 日  時 場所 申込み
・問合せ

      YOGA 教
室 ～メタボ
＆ロコモ予
防教室

　ゆったりとした動きと呼吸法で血液循環・
筋力アップと肩こり・腰痛予防。
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 50 人
持ち物　タオル・飲み物・運動しやすい服装

12 月 10 日㈬
午 前 10 時 ～
11 時 30 分

ア
ミ
ュ
ー

ホ
ー
ル

11 月 17 日から
電 話 で 健 康 推
進 課 健 康 推 進
係☎ 497・2076
へ

　  おなかス
ッキリエクサ
サイズ

　おなかまわりや背中、腰まわりのエクササ
イズでゆがみを解消します。
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 40 人
講師　健康運動指導士　八木香氏
持ち物　タオル・飲み物・運動しやすい服装

12 月 18 日㈭
午 後 １ 時 30
分 ～ ３ 時 20
分

健
康
セ
ン
タ
ー

　  栄養セミ
ナー「手作り
ヘ ルシーレ
シピで 糖 尿
病予防」

　旬の食材を使って作るヘルシーなレシピを
紹介します。
対象　清瀬市国民健康保険に加入している
方。先着 20 人
講師　管理栄養士　宮本千華子氏
持ち物　エプロン・三角巾・手ふきタオル

12 月 12 日㈮
午 前 10 時 ～
正午

　 高齢者ケ
アクッキング
～食べやす
い料理を作
るコツ！～

　食事ケアについて学びながら、食べやすい
料理を作ってみませんか。
対象　高齢期の食事ケアに関心のある方。先
着 20 人
講師　栄養士　松村信子氏
持ち物　エプロン・頭を覆うもの・手ふきタ
オル
費用　調理実習費 600 円

11 月 26 日㈬
午 前 10 時 ～
午後１時

電 話で 健 康 推
進 課 保 健 サ ー
ビス係☎ 497・
2077 へ

■
夜
間
納
税
・
納
税
相
談

日
時　

11
月
25
日
㈫
～
27
日
㈭
午
後
８
時
ま
で

■
日
曜
納
税
・
納
税
相
談

日
時　

11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

い
ず
れ
も
市
役
所
徴
収
課
窓
口

問
合
せ　

徴
収
課
徴
収
係
☎
497
・
２
０
４
５

平成 26 年
11 月１日現在

人口� 74,397 人
前月比 77 人増

男 36,014 人
前月比 49 人増

女 38,383 人
前月比 28 人増

世帯数
� 34,145 世帯

前月比 48 世帯増

※人口は、外国人
住 民（1,075 人 ）を
含みます。
問合せ　市民課住
民係☎ 497・2037

　

い
ず
れ
も
先
着
順
。

ダイヤルイン番号が混雑している場合は、代表
番号（042・492・5111）へおかけください。

　

10
月
に
受
け
付
け
た
市
長
へ
の

手
紙
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
は
手

紙
12
件
、
フ
ァ
ク
ス
７
件
、
メ
ー

ル
27
件
で
合
計
46
件
で
し
た
。

☆
さ
し
あ
げ
ま
す（
無
料
）

　

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
こ
た
つ

（
長
方
形
）、
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
、
ス

チ
ー
ル
製
棚（
２
台
）、
掃
除
機
、

餅
つ
き
用
の
角
せ
い
ろ（
３
段
）

☆
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い（
無
料
）

　

こ
た
つ（
正
方
形
）、
ジ
ュ
ー

サ
ー
、
布
製
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
７
以
降
）、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

有
限
会
社
木
村
商
店
様（
５
千

395
円
）、
匿
名
様
４
件（
４
千
182

名称 日時 場所 問合せ・申込み

予
市
民
相
談

法律相談 ３日㈬・10 日㈬・17 日㈬・24 日㈬
午後１時～４時 30 分

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

秘書広報課広報
広聴係
☎ 497・1808

※市内在住・在
勤・在学の方対
象。
※11月17日から
受け付け開始。

不動産取引相談 ３日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分表示登記相談
人権身の上相談 ３日㈬午後１時～３時
年金・労働相談 10 日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分防犯相談
登記（相続・遺言）相談 10 日㈬午後１時～３時 30 分
税務相談

17 日㈬午前９時 30 分～ 11 時 30 分相 続・暮らしの手 続 相
談
行政苦情相談 17 日㈬午後１時～３時
交通事故相談 24 日㈬午後１時～３時 30 分

直 母子・父子・女性相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）午前８時
30 分～午後５時

生活福祉課
☎ 492・5111（代表）

直 ☎ 子ども家庭相談 毎日（火曜日を除く）午前９時～午後５
時

子ども家庭支援センター
☎ 495・7701

予  ☎ 教育相談 毎週火～土曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

教育相談
センター

教育相談室
☎ 493・3526

（☎493・4122）

予
ア
イ
レ
ッ
ク
相
談

一般相談 ２日㈫・16 日㈫午前 10 時～午後４時
４日㈭・18 日㈭午前 10 時～午後９時 男女共同参画センター

（アイレック）
☎ 495・7002

※保育あり。（要予約）

DV 相談 ３日㈬・10 日㈬・11 日㈭・17 日㈬・24
日㈬・25 日㈭午前 10 時～午後４時

しごと相談 ５日㈮午後５時 30 分～９時、12 日㈮・
19 日㈮・26 日㈮午前10時～午後４時

法律相談 ９日㈫午後２時～４時

直 ☎ 消費生活相談 毎週月～金曜日午前 10 時～午後４時
（正午～午後１時と祝日を除く）

消費生活センター
☎ 495・6212

直 清瀬・ハローワーク
就職情報室

毎週月～金曜日（祝日を除く）午前９時
～午後５時

クレア
ビル

（４階）

清瀬・ハローワ
ーク就職情報室
☎ 494・8609

予＝要予約　直＝直接会場へ　☎＝電話相談12 

 

予

予

予

夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

差
別
や
虐
待
な
ど
の
人
権
問
題

記
帳
説
明
会
・
決
算
説
明
会

予

旭

日

小

綬

章

危
険
業
務
従
事
者
・

瑞

宝

双

光

章

　

市
内
で
は
、
次
の
方
々
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

戸
國
靖
器
さ
ん（
71
歳
）

岡
本
勝
巳
さ
ん（
71
歳
）

清

瀬

市

議

会

第
４
回
定
例
会
開
会

　

平
成
26
年
清
瀬
市
議
会
第
４

回
定
例
会
は
、
12
月
２
日
㈫
か

ら
左
表
の
と
お
り
開
会
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
時
間
は
、
議
会
運
営
委
員
会

（
午
後
２
時
～
）
を
除
き
、
い

ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

問
合
せ　

議
会
事
務
局
議
事
係

☎
497
・
２
５
６
７

18
㈭

12
㈮

11
㈭

10
㈬
８
㈪
５
㈮
４
㈭
２
㈫日

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会

福
祉
保
健
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
初
日
）
内
容

手
紙
投
か
ん
箱
設
置
場
所　

市
役

所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
各
公
共
施
設（
一
部
を
除
く
）

フ
ァ
ク
ス　

491
・
８
６
０
０

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

k.shibuy
a@city.kiyose.lg.jp

問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
☎
497
・
１
８
０
８

円
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

以
降
）、
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
の
男

子
制
服
一
式
、
ワ
ー
プ
ロ（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
文
豪
ミ
ニ
５
Ｚ
Ｖ
）

申
込
み　

11
月
17
日
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

495
・
６
２
１
１
へ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
給
与

か
ら
差
し
引
く
特
別
徴
収
で

　

従
業
員（
給
与
所
得
者
）
の
個

人
住
民
税
は
、
事
業
主（
給
与
支

払
者
）が
、
毎
月
従
業
員
に
支
払

う
給
与
か
ら
差
し
引
き
、
納
入
し

て
い
た
だ
く「
特
別
徴
収
」
が
原

則
で
す
。
東
京
都
と
都
内
全
62
区

市
町
村
で
は
、
平
成
26
年
度
～
28

年
度
を
推
進
期
間
と
し
て
、
特
別

徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

課
税
課
市
民
税
係
☎

497
・
２
０
４
０

　
「
帳
簿
の
記
帳
の
し
か
た
」
や

「
青
色
申
告
決
算
書
及
び
収
支
内

訳
書
の
作
成
」に
つ
い
て
の
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

◆
白
色
記
帳
説
明
会

　

記
帳
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
施
工
前

に
水
と
緑
の
環
境
課
へ
相
談
及
び

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象　

生
け
垣
を
新
た
に
造
成
す

る
市
内
の
住
宅
・
事
業
所（
既
存

の
塀
を
撤
去
し
て
、
新
た
に
生
け

垣
に
改
造
す
る
場
合
を
含
む
）

補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣　

次
の

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
も
の
。

①
樹
木
の
高
さ
が
お
お
む
ね
80
㌢

㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
②
生
け
垣
の

総
延
長
が
3
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と

③
一
般
の
交
通
の
用
に
供
す
る
幅

生
け
垣
を
新
た
に
造
成
す
る

費
用
を
助
成
し
ま
す
！

員
4
㍍
以
上
の
道
路
に
面
し
て
い

る
こ
と
④
生
け
垣
を
フ
ェ
ン
ス
な

ど
と
併
設
す
る
場
合
は
、
樹
木
が

フ
ェ
ン
ス
よ
り
も
道
路
側
に
植
栽

さ
れ
て
お
り
、
樹
木
の
高
さ
が
フ

ェ
ン
ス
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
⑤
樹
木
は
葉
が
触
れ
合
う
程
度

に
植
え
る
こ
と
⑥
申
請
は
施
工
前

に
す
る
こ
と

助
成
額　

生
け
垣
の
総
延
長
に

１
㍍
あ
た
り
１
万
円
を
乗
じ
た

額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
・
上
限

10
万
円
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

施
工
前
に
左
記
へ
相
談

を
行
い
、
生
け
垣
設
置
助
成
金
交

付
申
請
書
・
設
置
場
所
案
内
図
・

現
況
写
真
を
添
え
た
経
費
支
出
計

画
書（
い
ず
れ
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
持

参
し
、
直
接
水
と
緑
の
環
境
課
緑

と
公
園
係
☎
497
・
２
０
９
８
へ

生け垣助成制度を利用して造成され
た生け垣

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方
に
、11
月
上
旬
か
ら
順
次
、

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金

機
構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る

こ
と
か
ら
、
確
定
申
告
な
ど
の
際

に
、
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収

書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
や
家
族
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
へ
。

問
合
せ　

日
本
年
金
機
構「
ね
ん

き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」☎
０
５
７
０

・
058
・
555（
050
で
始
ま
る
電
話
の

場
合
は
☎
03
・
６
７
０
０
・
１
１

４
４
）

経

営

相

談

　

商
工
会
経
営
指
導
員
が
、
市
内

の
商
工
業
者
の
経
営
改
善
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

清
瀬
商
工
会
館（
松
山
二

丁
目
）

申
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
清

瀬
商
工
会
☎
491
・
６
６
４
８
へ

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

元
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ
・

イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
日
本
に
お
け
る
代
表
者（
保

険
業
功
労
）

対
象　

白
色
申
告
を
し
て
い
る
方

で
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
方

日
時　

11
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
午

前
10
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
４

時場
所　

一
般
社
団
法
人
東
村
山
青

色
申
告
会
会
館（
東
村
山
市
本
町

三
丁
目
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

◆
青
色
決
算
説
明
会
及
び
白
色
決

　

算
説
明
会

　

決
算
の
仕
方
を
中
心
に
、
確
定

申
告
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
や

消
費
税
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

対
象　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得

の
あ
る
方

日
時　

12
月
１
日
㈪
午
前
10
時
～

正
午（
白
色
申
告
の
方
）・
午
後

１
時
30
分
～
４
時（
青
色
申
告
の

方
）

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
い
ず
れ
も
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
個
人

課
税
第
１
部
門
指
導
担
当
☎
042
・

394
・
６
８
１
１

元警視庁警部
（警察功労）

や
、
法
律
問
題
に
つ
い
て
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
４
日
㈭
午
後
５
時
～

８
時（
相
談
は
１
人
あ
た
り
10
分

程
度
）

相
談
電
話　

☎
03
・
５
８
２
４
・

９
４
９
５
ま
た
は
☎
03
・
５
８
２

４
・
９
４
９
６

問
合
せ　
（
公
財
）
東
京
都
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー（
相
談
担
当
）
☎

03
・
３
８
７
１
・
０
２
１
２
ま
た

は
☎
03
・
３
８
７
６
・
５
３
７
３
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